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令和５年度 再評価対象地区に係る事業制度・費用対効果の分析について 
 

課名  道路建設課     

 

○ 

事 

業 

制 

度 

に 

つ 

い 

て 

事 業 名 道路改築事業 

事 業 目 的 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組を支援することにより、

交通の安全の確保とその円滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境

の改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確保及び向上を図ること。 

採 択 基 準 
地域住民の日常生活の安全性若しくは利便性の向上を図るために必要であり、

又は快適な生活環境の確保若しくは地域の活力の創造に資すると認められる

もの。 

概      要 

(メニュー) 現道の拡幅や線形改良またはバイパス等の建設 

○ 

費 

用 

対 

効 

果 

の 

分 

析 

に 

つ 

い 

て 

 

＊ 

費 

用 

便 

益 

B/C 

＊ 

効 

果 

の 

項 

目 

う 

ち 

貨 

幣 

換 

算 

す 

る 

項 

目

》  
Ｂ

《  

・走行時間短縮便益 

・走行経費減少便益 

・交通事故減少便益 

 

そ 

の 

他 

項 

目 

 

費 

用 

》  
Ｃ 

《  
の 

算 

定 

費用の積み上げ基準＝道路整備に要する事業費＋道路維持管理に要する事業費＋道路

構造物の更新に要する事業費※ 

現在価値算出のための社会的割引率：４％ 

基準年次：評価時点 

検討年数：50年間  

 

 
※道路構造物の更新に要する事業費は、評価対象期間末までに耐用年数等に達する構造物がある場合に計上する 

費 

用 

便 

益 

比 

の 

基 

準 

原則費用便益比（Ｂ／Ｃ）１．０以上 

 

別紙３ 
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令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ２ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

主要地方道 岐阜巣南大野線 下磯～麻生工区 

事業実施  

箇    所 

揖斐郡
い び ぐ ん

大野町
おおのちょう

下磯
しもいそ

地内 

 ～揖斐郡
い び ぐ ん

大野町
おおのちょう

麻生
あ そ う

地内 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２５年度 完了予定年度 令和８年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

主要地方道岐阜巣南大野線は、岐阜県岐阜市を起点とし、岐阜県揖斐郡大野町へ至る延長約２２ｋｍ

の幹線道路である。本工区は、揖斐郡大野町下磯から麻生までの３交差点（下磯交差点、五之里交差点、

麻生交差点）を改良するものである。 

東海環状自動車道へのアクセス向上と地域振興、災害時に有効に機能するネットワークの確保、円滑

で安全な交通環境の確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：２，０４０ｍ    車道幅員：３．２５ｍ×２車線 

               歩道幅員：３．５０ｍ（両側） 

 概 要 図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大野神戸IC

（主）岐阜関ケ原線

写
真

③

写
真

②
写

真
①

（主）岐阜巣南大野線
下磯～麻生工区

L=2,040m

終点：揖斐郡大野町麻生

麻生交差点
L=320m

五之里交差点
L=540m

下磯交差点
L=1,180m

起点：揖斐郡大野町下磯

（国）303号

（
主
）
岐
阜
巣
南
大
野
線

0 500 1.0km（C）岐阜県

至 瑞穂

写真②：五之里交差点

写真③：麻生交差点

写真①：下磯交差点

撮影：令和5年4月11日

撮影：令和5年4月11日

撮影：令和5年4月11日

-3-



 

 

令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番  号 ３ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般県道 土岐南多治見インター線（下石工区） 

事業実施  

箇    所 

土岐市
と き し

下石町
おろしちょう

 

～土岐市
と き し

下石町
おろしちょう

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２４年度 完了予定年度 令和１２年度 

 再評価の実施基準 再評価を実施した後５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

一般県道土岐南多治見インター線は岐阜県土岐市下石町を起点とし、岐阜県土岐市土岐津町へ至る

延長約３.４ｋｍの道路である。当該事業はこのうち土岐市下石町の４００ｍ区間をバイパス整備する

ものであり、高速道路へのアクセス向上、産業振興の推進、災害時に有効に機能するネットワークの

確保を目的としている。 

 事業概要  

事業延長：４００ｍ 車道幅員：３．２５ｍ×２車線 

          歩道幅員：３．００ｍ（片側） 

 概 要 図  

 

 

 

多治見市 

土岐市 

19 

385 

248

387

392

421

66 

19

421

382 

C3 

土岐南多治見ＩＣ

土岐市役所

土岐プレミアム

アウトレット 

テラスゲート土岐 

終点 

土岐市下石町 

起点 

土岐市下石町 
一般県道 

土岐南多治見インター線  

下石工区 

延長：４００m 

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3
C3

E19

事業箇所

 

未供用区間 
主要地方道

一般県道 
一般国道 
高速道路 

商業施設

市町庁舎

イオンモール土岐 
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令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ４ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般県道養老垂井線 橋爪工区 

事業実施  

箇    所 

養老郡
ようろうぐん

養老町
ようろうちょう

橋爪
はしづめ

 

～養老郡
ようろうぐん

養老町
ようろうちょう

橋爪
はしづめ

 
事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成２７年度 完了予定年度 令和７年度 

 再評価の実施基準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要があると 

判断をした事業 

 事業目的  

一般県道養老垂井線は、養老郡養老町石畑から不破郡垂井町府中東に至る延長約１０ｋｍの道路であ

る。当該事業は、養老郡養老町橋爪において牧田川を渡河する橋梁約３５０ｍを整備するものであり、 

養老ＳＡスマートＩＣへのアクセス向上や災害時に有効に機能するネットワークの確保などに寄与す

ることを目的としている。 

 事業概要  

事業延長：３５０ｍ 車道幅員：３．００ｍ×２車線 

          歩道幅員：２．００ｍ（片側） 

          主な構造物：（仮称）橋爪大橋 Ｌ＝３０３．５ｍ 

 概 要 図  

 

 

Ｎ

228215

一般国道

主要地方道

事業区間

一般県道

高速道路

258

21

養老SA
スマートＩＣ

大垣ＩＣ

大垣西ＩＣ

関ヶ原ＩＣ

養老JCT

養老ＩＣ

起点 養老町橋爪

一般県道 養老垂井線
橋爪工区
Ｌ＝350m

(C)岐阜県

垂井町

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

当該工区

大垣市

大垣市
上石津地域

養老町

養老町役場

垂井町役場

東
海
環
状
自
動
車
道

終点
養老町橋爪

C3

E1牧田川

関ケ原町

3km0km

養老SAスマートIC写真
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令和５年度 再評価実施箇所（附図） 

                                                                       担当課〔 道路建設課 〕 

番   号 ５ 
 事 業 名 

 (路線･河川名等)      

道路改築事業 

一般国道３６１号 （下之向工区） 

事業実施  

箇    所 
高山市
た か や ま し

高根町
た か ね ま ち

下之向
しものむかい

地内 事 業 主 体 岐阜県 

採択年度 平成３０年度 完了予定年度 令和１１年度 

 再評価の実施基準 事業着手年度から５年間が経過した時点で継続中の事業 

 事業目的  

一般国道361号は、岐阜県高山市松之木町を起点とし、長野県伊那市高遠へ至る県内延長約45kmの幹

線道路である。 

該当事業はこのうち高山市高根町下之向地内の800ｍ区間を整備するものであり、観光交流や産業振

興の推進、災害時に有効に機能するネットワークの確保を目的としている。 

 事業概要  

計画延長：Ｌ＝８００ｍ  車道幅員：３．０ｍ×２車線 

自転車歩行者道：なし 

 概 要 図  
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令和５年８月７日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

令和５年度
公共事業再評価について

（道路改築事業）

岐阜県では、平成１８年度に策定した「県土整備ビジョン」を踏まえつつ、

「活力」、「安心・安全」を重点目標とし、道路整備に取り組んでいます。

道 路 改 築 事 業 の 整 備 方 針

考え方

重点目標

安全・安心安全・安心

活力活力 ●物流・観光、地域経済の持続的発展の基礎となる道路整備

●災害に強い県土づくりの根幹となる道路整備

●地域の生活を支え、人に優しい安全で快適なまちづくりを
支える道路整備

・主要骨格幹線ネットワークの整備推進

・渋滞緩和による円滑な交通の確保

・観光交流や産業振興の推進

・高速道路へのアクセス向上

・災害時に有効に機能するネットワーク確保

・雨量規制区間の解消

・隘路・線形不良箇所の解消による円滑な交通の確保

1
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道 路 改 築 事 業 の 整 備 方 針

重点施策（令和５年度）

2

地域にあふれる魅力と活力づくり地域にあふれる魅力と活力づくり

◇物流・観光を支える道路ネットワークの構築

○東海環状自動車道西回り区間及びICアクセス道路の整備促進

○東海北陸自動車道等の４車線化と中部縦貫自動車道の整備促進

○濃飛横断自動車道の整備推進

○地域と地域をつなぐ幹線道路等の整備

※道路建設課が所管する事業に関するものを抜粋

健やかで安らかな地域づくり健やかで安らかな地域づくり

◇強靭な県土づくり

○早期復旧を可能とする対策の推進

○自然災害に備える避難対策や防災対策の推進

※道路建設課が所管する事業に関するものを抜粋

○道路・河川・砂防施設の計画的な維持管理の推進

○安全・安心な通学路等の整備の推進

◇生活を支えるインフラの整備
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事業再評価

道路改築事業

主要地方道 岐阜巣南大野線

令和５年８月７日

県土整備部 道路建設課

（下磯～麻生工区）
しも いそ あ そう

位 置 図 ①

(C)岐阜県

（主）岐阜巣南大野線
下磯～麻生工区

L=2,040m

起点：揖斐郡大野町下磯

終点：揖斐郡大野町麻生

（主）岐阜関ケ原線

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道
大野神戸IC

(仮称)
糸貫IC

大野町役場

0 500 1.0km

麻生交差点
L=320m

揖斐川町

大野町

本巣市

池田町役場

本巣市役所

池田町

神戸町

災害時応急対策用
資機材備蓄拠点

【揖斐拠点】

五之里交差点
L=540m

下磯交差点
L=1,180m

道の駅
パレットピアおおの

（
主）
岐
阜
巣
南
大
野
線

（国）303号

（国
）
15

7
号

（
国

）
41

7
号

1
西濃厚生病院

（令和5年10月開業予定）
（C）岐阜県
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位 置 図 ②

（主）岐阜巣南大野線

至

揖
斐
川
町

（C）岐阜県

（主）岐阜巣南大野線
下磯～麻生工区 L=2,040m

起
点

揖
斐
郡
大
野
町
下
磯

終
点

揖
斐
郡
大
野
町
麻
生

至

瑞
穂
市

麻生交差点
L＝320ｍ

五之里交差点
L＝540ｍ

下磯交差点
L＝1,180ｍ

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

2

写真②写真③ 写真①

写真①写真②写真③

撮影：令和5年4月11日撮影：令和5年4月11日撮影：令和5年4月11日

3

事 業 概 要

◆起 終 点：揖斐郡大野町下磯～揖斐郡大野町麻生

◆全体延長：２，０４０ｍ

◆総事業費：約２２億円

◆事業着手：平成２５年度

◆完成予定：令和８年度

◆道路規格：第３種第２級

◆幅 員：車道 ３.２５ｍ×２車線

：歩道 ３.５０ｍ（両側）

い び ぐん おおのちょう しも いそ

標準横断図

18.00

（車道）（歩道） （車道）

0.753.253.250.753.50 1.50
（
施
設
帯）

1.50

（歩道）

3.50
（
路
肩）

（
施
設
帯）

（
路
肩）

い び ぐん おおのちょう あそう
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◆東海環状自動車道へのアクセス向上と地域振興

の支援

事 業 の 目 的 ①

■東海環状自動車道大野神戸ICへのアクセスが向上。

■道の駅パレットピアおおのを始めとした観光地のほか、周辺市町の市街地や工業団地な
どへのアクセスが向上することで、地域振興を支援。

至 瑞穂

（仮称）
糸貫IC

（主）岐阜関ケ原線

（
国

）
41

7
号

（国）303号

麻生交差点

五之里交差点

揖斐川町方面 岐阜市方面

本巣市方面屋井工業団地

（
主
）
岐
阜
巣
南
大
野
線

（
国

）
15

7
号

0 500 1.0km

揖斐川町
役場

池田町役場

大野町
役場

本巣市役所

大野町バラ公園

黒野駅ミュージアム
黒野駅レールパーク

野古墳群

リバーサイドパーク

道の駅
富有柿の里

いとぬき

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

役所

道の駅

観光地 （C）岐阜県
4

道の駅パレットピアおおの

下磯交差点

白鳥工業団地

テクノパーク大野

大野神戸IC

大野神戸IC周辺まちづくり整備事業
（イビデン大野事業場造成開発 周辺道路整備）

大野神戸IC

撮影：令和5年4月11日

撮影：令和5年4月11日

5

◆災害時に有効に機能するネットワークの確保

事 業 の 目 的 ②

■（主）岐阜巣南大野線 下磯～麻生工区は、第二次緊急輸送道路に指定。

■災害時応急対策用資機材備蓄拠点【揖斐拠点】や防災道の駅である道の駅パレットピア
おおのといった防災施設、令和5年10月開業予定の西濃厚生病院といった医療施設への
ネットワークを強化。

大野神戸IC

（仮称）
糸貫IC

H

麻生交差点

五之里交差点

下磯交差点

大野町役場

H

H

H

本巣市役所
真正分庁舎

大野町運動公園

北方町役場

北方警察署

岐阜市消防本部
本巣消防署

本巣市役所
糸貫分庁舎

道の駅
パレットピアおおの

災害時応急対策用
資機材備蓄拠点

【揖斐拠点】

■広域防災拠点
物資収集能力や、消防・警察・自衛隊等の応援部隊の
活動拠点機能を持つ拠点

出典：岐阜県「岐阜県災害時広域受援計画」（令和4年3月）
0 500 1.0km

揖斐郡消防組合
消防本部

（C）岐阜県

西濃厚生病院
（令和5年10月開業予定）

広域防災拠点位置図

本巣市役所

揖斐川町役場

揖斐警察署

岐阜県揖斐総合庁舎

道の駅
富有柿の里

いとぬき

＜第2次防災拠点＞
地方公共団体（市町村庁舎）
地方公共団体 現地機関
防災拠点（道の駅）
警察署
消防本部
災害医療拠点
ヘリポート（防災ヘリ）

＜第3次防災拠点＞
広域避難地

H

【凡例】

第一次緊急輸送道路

第二次緊急輸送道路

第三次緊急輸送道路

■災害時応急対策用資機材備蓄拠点
道路等の公共土木施設の応急対策に必要な資機材を
調達し、備蓄する拠点

出典：岐阜県発表資料「災害時応急対策用資機材備蓄拠点の運用
開始について」（平成29年8月）

＜備蓄する主な資機材＞
大型土のう袋、ブルーシート、連節ブロック、根固ブロック、
袋詰玉石、発電機、投光機 等

撮影：令和5年4月11日
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6

◆円滑で安全な交通環境の確保

事 業 の 目 的 ③

■事業区間は、全区間に渡り歩道が設置されていないが、通学路に指定されている区間
があるため、早急な整備が求められている。

■（主）岐阜巣南大野線の整備により、円滑で安全な交通環境を確保。

中小学校

揖東中学校

南小学校

東小学校

【 凡 例 】

揖斐郡大野町の小学校

揖斐郡大野町の中学校

小学校通学路

中学校通学路

事業区間

（主）岐阜巣南大野線

下磯～麻生工区

L = 2,040 m

写真①

写真①：下校状況

信号機は設置されていない

撮影：令和5年4月27日

写真②

撮影：令和5年4月11日

至 瑞穂市

至

大
野
町
役
場

至

瑞
穂

至 揖斐川町

至 瑞穂市

写
真

②

写
真

③
写

真
④

写真③

撮影：令和5年4月11日至 瑞穂市

写真④

撮影：令和5年4月11日

至 瑞穂市

（C）岐阜県

（主）岐阜関ケ原線

大野神戸IC

麻生交差点

五之里交差点

下磯交差点

事業を巡る社会経済情勢等の変化①

■東海環状自動車道（西回り区間）の養老JCT～養老IC間が平成29年度に開通。令和元年
度に関広見IC～山県IC間、大野神戸IC～大垣西IC間が開通。令和6年度に山県IC～大野
神戸IC間、令和8年度に北勢IC～養老ICを含む全線が開通見込み。

大野神戸IC

糸貫IC（仮称）

山県IC

岐阜IC
（仮称） 関広見IC

海津スマートIC（仮称）

養老JCT

大垣西IC

養老IC

一宮
JCT

令和元年
12月14日

開通

美濃関
JCT

令和2年3月20日
開通

平成29年
10月22日

開通

令和6年度
開通見通し

（主）岐阜巣南大野線
下磯～麻生工区

0 5km 10km

岐阜三輪
スマートIC

7
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■大野神戸IC周辺では、神戸町で「神戸町西座倉土地区画整理事業」、大野町で「大野神
戸IC周辺まちづくり整備事業」により大規模工業施設の造成工事や「西濃厚生病院」建
設が進められており、東海環状自動車道へのアクセス向上が求められる。

事業を巡る社会経済情勢等の変化②

（仮称）
糸貫IC

大野神戸IC

（C）岐阜県

大野神戸IC周辺まちづくり整備事業
（工業施設造成開発 周辺道路整備）

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道

下磯交差点

出典：大野町

8

≪事業概要≫

事業名称 ：大野神戸IC周辺まちづくり整備事業

施行面積 ： 約１５ha

事業期間 ： 令和元年度～令和７年度

大規模
工業
施設
5ha

大規模
工業
施設
10ha

五之里交差点

西濃厚生病院
（令和5年10月開業予定）

撮影：令和5年4月11日

≪事業概要≫

面積 ： 約８ha

予定工期： 令和３年１１月
～令和５年８月

≪事業概要≫

事業名称 ： 神戸町西座倉土地区画整理事業

施行面積 ： 約２１ha

事業期間 ： 令和３年度～令和９年度

神戸町西座倉土地区画整理事業

出典：神戸町

麻生交差点

事 業 の 進 捗 状 況

全体進捗率 ６８％ 用地補償取得率 ６８％ 工事進捗率 ６８％

※ 令和5年度末事業費ベース

大野神戸IC

（主）岐阜関ケ原線

写
真

③

写
真

②
写

真
①

（主）岐阜巣南大野線
下磯～麻生工区

L=2,040m

終点：揖斐郡大野町麻生

麻生交差点
L=320m

五之里交差点
L=540m

下磯交差点
L=1,180m

起点：揖斐郡大野町下磯

（国）303号

（
主）
岐
阜
巣
南
大
野
線

（都）大野揖斐川線
（相羽工区）

写真②：五之里交差点

写真③：麻生交差点

写真①：下磯交差点

0 500 1.0km

【凡例】

事業区間

一般国道

主要地方道

一般県道
（C）岐阜県

9撮影：令和5年4月11日

撮影：令和5年4月11日

撮影：令和5年4月11日
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施 工 状 況

・麻生交差点、下磯交差点は、 引き続き
道路改良工事を実施

・五之里交差点は、用地買収を実施

下磯交差点付近状況【写真③】

五之里交差点付近状況
【写真②】

麻生交差点付近状況
【写真①】

撮影：令和5年4月11日
撮影：令和5年4月11日

撮影：令和5年4月11日

麻生交差点
L＝320ｍ

五之里交差点
L＝540ｍ

下磯交差点
L＝1,180ｍ

写真③
写真②

写真①

10

コ ス ト 縮 減 の 取 り 組 み

■発生土を処分場（サンドリサイクルセンター）へ搬出せず、安定処理工で路床盛土に流
用することで残土処理費を削減。

◆発生土を安定処理工で路床盛土に流用

約１，３００万円のコスト縮減
11

3500 1500 750 3250 3250 750 1500 3500

5000 8000 5000

18000

590590

用地境界用地境界

As

FH

プレキャストＬ型擁壁

転落防止柵

ＫＳＡ

ＫＥＡ

表　　　　層：透水性アスコン

上層路盤：再生瀝青安定処理

1.50%1.50%

植樹ブロック

1.00%

Gp-BP-2E

ガードパイプ

(1.00%)

Gp-BP-2E

ガードパイプ

ＫＣＡ

ＢＡ１

ＢＡ２

t=  3cm

t= 10cm

t= 10cmフィルター層：砂

路　　　　盤：クラッシャーラン　RC-30

(歩道舗装：透水性舗装)

表　　層：再生密粒度アスコン（20) t=  5cm

t= 10cm

下層路盤：クラッシャーラン　RC- 40

路 床 土：修正ＣＢＲ20 %以上 t=1 00cm

t= 23cm

（本線舗装）

箱型管渠

D300

箱型管渠

D 300

植樹ブロック

2%2%

工事施工状況

安定処理工による路床盛土
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環 境 へ の 配 慮

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を交差点部の新設照明灯に採用し、蛍光ランプ
を用いた場合に比べ環境負荷を低減する。

照明灯に
ＬＥＤ照明を採用

12

費 用 対 効 果 分 析

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約８６％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約１３％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 １ ％

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R4.2）に基づき算出

投資的効果率

＝ １.１

13

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)

前回再評価時
（平成30年度）

１.４
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今 後 の 方 針 （案）

＝事業継続＝

○主要地方道 岐阜巣南大野線 下磯～麻生工区

の完成は、東海環状自動車道へのアクセス向上

と地域振興、災害時に有効に機能するネット

ワークの確保、円滑で安全な交通環境の確保に

寄与する。

○地元住民及び関係自治体から早期完成の要望

がある。

14
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前回 今回

(基準年：H30） (基準年：R5）

H25～R8 H25～R8

15.7 22.4

0.5 0.6

16.2 23.0

18.7 22.2

3.3 3.4

0.1 0.2

22.1 25.7

1.4 1.1

■事業内容

令和５年度第３回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　３）道路改築事業「(主)岐阜巣南大野線 下磯～麻生工区」

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

交差点改良　延長L=2.04km、幅員W=18.0m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の増額により事業費が増加した。【3.2
億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した費用が増加した。【3.6億円】

【便益の主な変化要因】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単
位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴い、便益が増加した。【1.6億円】
・走行台キロの伸び率の更新に伴い、便益が減少した。【▲0.4億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した便益が増加した。【4.4億円】
・使用OD表の変更に伴い、便益が減少した【▲2.1億円】
【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の1.4から1.1に減少したが、費用便益比は1を上回ってお
り、事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局／R4.2

■費用対効果分析結果の要因変化
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事業再評価

道路改築事業

一般県道 土岐南多治見インター線

令和５年８月７日

岐阜県 県土整備部 道路建設課

（下石工区）
お ろ し

0

1

位 置 図

(C)岐阜県

至 瑞浪市

至

瀬
戸
市

421

382

421

392

392

387

385

381

19

15
66

66

13

248

19

終点
土岐市下石町

起点
土岐市下石町

土岐市

多治見市

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区
Ｌ＝400ｍ

土岐市役所

多治見市役所
土岐南多治見IC

土岐プレミアム
アウトレット

テラスゲート土岐

事業区間

高速道路

一般国道

主要地方道

一般県道

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3
C3

E19

事業箇所

イオンモール土岐

至 豊田市

至 土岐JCT

C3

0m 0.5km 1.0km至 豊田市

至

瑞
浪
市

商業施設

市町庁舎
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起点 土岐市下石町

2

位 置 図 ２

(C)岐阜県

未供用
L=400m

土岐市

至

多
治
見
市
街
地

未供用区間

高速道路

主要地方道

一般県道

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区
Ｌ＝400ｍ

終点 土岐市下石町

至 土岐JCT

C3

写
真

②

写真①：起点部付近の状況

写真②：終点部付近の状況

至 豊田市

至 国道19号

0m 100m 200m

至

恵
那
市
街
地

3

事 業 概 要

起 終 点：土岐市下石町地内

全体延長：４００ｍ

総事業費：約１５億円

事業着手：平成２４年度

完成予定：令和１２年度

道路規格：第４種第１級

幅 員：車道 ３．２５ｍ×２車線

：歩道 ３．００ｍ（片側）

と き し おろしちょう

標準横断図 一般部

0.50 3.25

11.0

（車道）

3.25

（歩道）（車道）

3.000.50

0.50
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事 業 の 目 的 ①
活力：高速道路へのアクセス向上、産業振興の推進

(C)岐阜県

土岐市

多治見市

Ｎ ▼岐阜県における窯業等出荷額・全国シェア

フロンティア
リサーチパーク

19

工場

物流施設

工業団地

土岐南多治見IC

土岐プラズマ・
リサーチパーク

C3

土岐南
テクノヒルズ

上原テクノパーク

出典：令和3年経済センサス

品目 出荷額（百万円） 全国シェア

陶磁器製和飲食器 10,430 46.7%

陶磁器製洋飲食器 7,751 72.9%

内装タイル 4,771 76.3%

その他タイル 11,088 47.5%

陶磁器絵付品 1,154 39.5%

陶磁器用はい（坏）土 4,931 56.3%

上記6品目合計 40,125 54.1%

出荷額
全国1位

■東濃地域は日本最大の陶磁器生産拠点であり、窯業等出荷額が日本一。

■また、東海環状自動車道沿線は多くの工場や物流施設、工業団地が点在し、高速道路へのアクセス強化が重要。

■土岐南多治見ICへのアクセス向上により、産業振興を支援。

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区 L=400m

出典：東海環状自動車道パンフレット（R5.3月作成版）より抜粋

▼東海環状自動車道沿線における産業の発展
出典：R３年経済センサス

①自動車産業が集積した東回り（岐阜県）

②新たに立地した物流施設

4

5

出典：岐阜県緊急輸送道路ネットワーク図 （令和4年12月時点）(C)岐阜県
0m 1.0km 2.0km

H
Ｎ

NEXCO中日本
多治見保全・サービスセンター

多治見IC

H

(仮称)東濃中部病院

土岐防災センター

土岐市役所

災害時応急対策用
備蓄資機材拠点

多治見市運動公園

岐阜県立
多治見病院

多治見市役所

東濃西部総合庁舎

事 業 の 目 的 ②
安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

■一般県道土岐南多治見インター線の土岐南多治見IC以北は第２次緊急輸送道路に指定。

■当工区整備後は、土岐南多治見IC以南も第２次緊急輸送道路に指定予定。

■土岐南多治見IC周辺には、防災拠点等があり、当工区の整備により災害時のネットワークを確保。

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区 L=400m

C3

19
多治見砂防国道事務所

E19

JR多治見駅
セラミックパークMINO

第２次緊急輸送道路指定予定

地方公共団体

第１次緊急輸送道路

ヘリポート（大型）H
その他防災拠点

国土交通省関係（道路管理）

現地機関

物流拠点

H ヘリポート（防災ヘリ）

災害医療拠点

インターチェンジ

県広域防災拠点

第２次緊急輸送道路

土岐南多治見IC

多治見市役所駅北庁舎
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事業を巡る社会経済情勢の変化

6

◆新たな地域開発による交通集中への対応

土岐IC

土岐南多治見IC

E19

C3

248

19

土岐ＪＣＴ

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区 L=400m (C)岐阜県

Ｎ

出典：イオンモールＨＰ

5,021 

3,521 

1,470 

1,379 

1,205 

0 2,000 4,000 6,000

土岐ﾌﾟﾚﾐｱﾑ･ｱｳﾄﾚｯﾄ(土岐市)

河川環境楽園(各務原市)

湯の華アイランド(可児市)

高山市街地エリア(高山市)

千本松原・国営木曽三川公園
(海津市)

(千人)

出典：岐阜県観光入込客統計調査（R3）

■大規模商業施設（イオンモール土岐）

■岐阜県観光入込客数 上位５箇所

東濃西部都市間連絡道路
L=約4.2km

0m 0.5km 1.0km

■周辺には県内で最も観光入込客数が多い大規模商業施設に加え、令和4年10月に東濃地区最大級の大
型商業施設（イオンモール土岐）がオープン。

■さらに、新たな工業団地の整備も進んでいる。

五斗蒔SIC

事業区間

高速道路

一般国道

主要地方道

土岐・多治見北部連絡道路
L=4.1km

新規工業団地

商業・観光施設

高速道路IC

工業団地

イオンモール土岐

土岐プレミアム・アウトレット

7

事業の進捗状況

※令和5年度末事業費ベース

写
真

②

土岐市

至

多
治
見
市
街
地

(C)岐阜県

全体進捗率 76％※ 用地補償進捗率 １００％※ 工事進捗率74％※

未供用

主要地方道

一般県道

現道

施工中
Ｌ＝400m

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区 Ｌ＝400m

終点 土岐市下石町

起点 土岐市下石町

多治見市

66

写真②

至 国道19号

写真①

Ｎ

0m 100m 200m
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・土工および法面工を施工中
・終点部の多治見恵那線との交差部は、

交差点以西の区間は令和3年度に完了し
現在は交差点以東の区間を施工中

事業の施工状況
起点部付近の状況 終点部付近の状況

8
交差点以西
R3年度完成

交差点以東
施工中

土工・法面
施工中

9

コスト縮減の取り組み

・発生土（約21.3万ｍ3）を処理場へ搬出するのではなく、土岐市の
工事に流用することで残土処理費の約10.4億円を削減

一般県道
土岐南多治見インター線

下石工区 L=400m

土岐市工事現場（運搬距離：0.5km)

処理場（運搬距離：6.1km）

約10.4億円のコスト縮減

土岐南
多治見IC

C3

(主)多治見恵那線

19

392

66

66

421

392
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自然環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を交差点部の新設照明灯に採用し、
蛍光ランプを用いた場合に比べ環境負荷を低減

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

10

照明灯に
ＬＥＤ照明を採用

11

費 用 対 効 果 分 析

投資的効果率

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約８６％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約１３％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 １％

総便益（Ｂ）

総費用（Ｃ）
＝ １.５

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R4.2）に基づき算出

前回再評価時

（Ｈ３０年度）

１.９
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今後の方針（案）

○土岐南多治見インター線の完成は、高速道路へのアクセ
ス向上、産業振興の推進、災害時に有効に機能する
ネットワークの確保に大きく寄与する。

○地元住民及び関係自治体から事業の継続、早期完成の要
望がある。

12

＝事業継続＝
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前回 今回

(基準年：H30） (基準年：R5）

H24～R7 H24～R12

10.9 16.0

0.1 0.1

11.0 16.1

17.6 20.2

2.1 3.0

0.8 0.2

20.5 23.4

1.9 1.5

■費用対効果分析結果

道路改築事業 一般県道　土岐南多治見インター線

■事業名

令和５年度第３回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業内容

延長L=0.4km、車道幅員3.25m×2車線、歩道幅員3.00m（片側）

区分 備考

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

事業期間

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析結果の要因変化

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の増額により事業費が増加した。【2.2億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した事業費が増加した。【2.9億円】
【便益の主な変化要因】
・使用OD表の変更に伴い計画交通量はやや減少したものの便益算定エリア拡大に伴い便益が増加し
た。【3.2億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴い便益が増加した。【1.4億円】
・事業期間が延長されたことに伴い便益が減少した。【▲5.9億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した便益が増加した。【4.2億円】
【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の1.9から1.5に減少したが、費用便益比は1を上回っており、十分
な事業効果が確保される見通しである。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2
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一般県道 養老垂井線

（橋爪工区）

令和５年８月７日

県土整備部道路建設課

事業再評価

道路改築事業

は し づ め

1

位 置 図 １

Ｎ

228215

一般国道

主要地方道

事業区間

一般県道

高速道路

258

21

養老SA
スマートＩＣ

大垣ＩＣ

大垣西ＩＣ

関ヶ原ＩＣ

養老JCT

養老ＩＣ

起点 養老町橋爪

一般県道 養老垂井線
橋爪工区
Ｌ＝350m

(C)岐阜県

垂井町

長野県

滋賀県

157

19

258

高山市

石川県

富山県

福井県

三重県

愛知県
多治見市

位 置 図

美濃加茂市

158

21

156
41

岐阜市

大垣市 中津川市

E41

E67

C3

E67

E41

E1

C3C3

E19

事業箇所

大垣市

大垣市
上石津地域

養老町

養老町役場

垂井町役場

東
海
環
状
自
動
車
道

終点
養老町橋爪

C3

E1牧田川

関ケ原町

3km0km

養老SAスマートIC写真

取付道路
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2

位 置 図 ２

0m 100m 200m

写真②：終点部付近の状況起点 養老町橋爪

(C)岐阜県

養老町 至

養
老
Ｊ
Ｃ
Ｔ

終点 養老町橋爪

至 関ケ原町

写真②

至 海津市

至

関
ケ
原
町

一般県道養老垂井線
橋爪工区
Ｌ＝350m

E1

上り線入口

養老SAスマートIC

下り線入口

写真①：起点部付近の状況

事業区間

取付道路

高速道路

主要地方道

一般県道

※取付道路延長L=737m
（左岸側L=367m、
右岸側L=370m)

3

起 終 点：養老郡 養老町 橋爪

全体延長：３５０ｍ（うち橋梁延長：３０３．５ｍ）

総事業費：約３１億円

事業着手：平成２７年度

完成予定：令和 ７年度

道路規格：第３種第３級

幅 員：車道 ３.００ｍ×２車線
：歩道 ２.００ｍ（片側）

ようろうぐんようろうちょうはしづめ

標準横断図 2.00 3.00 3.00

9.50

0.50 0.50

0.50

上流 下流

事 業 概 要
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活力：養老SAスマートICへのアクセス道路整備

4

■名神高速道路養老SAスマートICと連携した新たなネットワークを形成し、

名神高速道路との連絡を強化

Ｎ
至 関ケ原

至

大
垣

養老SAスマートIC拡大図

下り線出口

下り線入口

上り線出口

上り線
入口

至 関ケ原

至 大垣

一般県道
養老垂井線
橋爪工区
Ｌ＝350m

事 業 の 目 的 ①

700m0m

養老SA
上り線

養老SA
下り線

写真

上り線入口

養老SAスマートIC下り線入口

主要地方道

事業区間

一般県道

高速道路

取付道路

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

救急告示医療機関へのアクセスの向上による
地域住民の安全性の確保

5

■名神高速道路(第１次緊急輸送道路)と(主)南濃関ケ原線(第２次緊急輸送道
路)を繋ぎ災害時に有効に機能するネットワークを構築

■救急告示医療機関へのアクセスの向上に寄与し、地域住民の安全性を確保
Ｎ

H

H

東
海
環
状
自
動
車
道

一般県道
養老垂井線
橋爪工区
Ｌ＝350m

垂井

養老

野口

(C)岐阜県

広瀬橋

多芸橋

多芸橋の現状（昭和8年完成）

W=5.0m

(

一)

養
老
垂
井
線

垂井町役場

岐阜国道事務所
大垣維持出張所

養老町役場

浅中公園
総合グラウンド

【救急告示医療機関】
西美濃厚生病院

3km0km

牧田川

事 業 の 目 的 ②

第１次緊急輸送道路

第２次緊急輸送道路

広域防災拠点

救急告示医療機関

防災拠点

ヘリポートH

事業区間

H

養老SAスマートIC
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6

事業を巡る社会経済情勢等の変化

E1

E41

258

21

西回り

養老IC

養老JCT

大垣西IC

大野神戸IC

(仮)糸貫IC

(仮)岐阜IC

関広見IC

美濃関JCT

養老JCT～養老IC間
平成29年10月22日開通

大野神戸IC～大垣西IC間
令和元年12月14日開通

山県IC～大野神戸IC間
令和6年度開通予定

関広見IC～山県IC間
令和2年3月20日開通

■東海環状自動車道（西回り区間）において、平成29年度に養老JCT～養老IC間が開通。
また令和元年度に関広見IC～山県IC間、大野神戸IC～大垣西IC間が開通。その後も令
和6年度までに山県IC～大野神戸IC間、令和8年度までに北勢IC～養老ICを含む全線が
開通する見込み

■養老SAスマートICを経由した東海環状自動車道へのアクセス道路整備の必要性がより
一層高まっている

Ｎ

東海環状
自動車道

安八SIC

山県IC

◆道路ネットワークの整備

(一)養老垂井線 橋爪工区

養老SAスマートIC
平成30年6月24日開通

岐阜三輪
SIC

開通済み

事業中

北勢IC～養老IC間
令和8年度開通予定※

※：用地取得が順調な場合

C3

事業の進捗状況

※ 令和5年度末事業費ベース

用地補償進捗率 １００％ ※ 工事進捗率 ６８％※全体進捗率 ６９％※

7(C)岐阜県

養老SAスマートＩＣ

終点 養老町橋爪

起点 養老町橋爪

一般県道
養老垂井線
橋爪工区
Ｌ＝350m

現道

Ｎ

牧田川

写真

牧田川

700m0m

事業区間

取付道路
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事業の施工状況

8

・令和５年５月に橋梁の下部工が完了
・橋梁本体工事の進捗率約４０％（令和５年３月末時点）
・現在、橋梁の上部工（製作中）および堤防道路の工事を推進

牧田川

牧田川

A2橋台

A1橋台

P1橋脚

P2橋脚

P3橋脚

P4橋脚

P5橋脚

P6橋脚

P7橋脚
A2橋台

P7橋脚

工区全体の状況 工事実施箇所の状況

牧田川右岸の堤防道路
工事を実施中

牧田川右岸の堤防道路
工事を実施中

9

コスト縮減の取り組み

約4,800万円のコスト縮減

■左岸堤防道路の嵩上げの一部に左岸仮設道路の盛土(約4,000ｍ3)を流用

■盛土等の流用、残土処分費の削減により、約4,800万円のコストを縮減

◆左岸仮設道路の盛土を左岸堤防道路の嵩上げに流用

左岸側仮設道路

左岸仮設道路で
使用の盛土

約4,000m3

左岸堤防道路嵩上げ
の一部に流用

左岸堤防道路嵩上げ
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自然環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を新設照明灯に採用し、蛍光ランプ
を用いた場合に比べ環境負荷を低減

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

10

照明灯に
ＬＥＤ照明を採用

自然環境への配慮

■極力、瀬替えを行わないよう、現状の澪筋を活かし、左岸側からと右岸側か
らそれぞれ施工。

■河川環境へ配慮し、工事で発生する濁水を処理するために沈砂池を設置。

◆河川内への橋脚設置における河川環境への配慮

11

沈砂池の設置
牧田川
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12

費 用 対 効 果 分 析

投資的効果率

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･････ 効果全体の約８５％

●走行経費減少便益 ･･････ 効果全体の約１３％

●交通事故減少便益 ･･････ 効果全体の約 ２％

総便益（Ｂ）

総費用（Ｃ）
＝ １．７ （全体）

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R4.2）に基づき算出

前回再評価時

（Ｒ１年度）

２．３

今後の方針

○養老垂井線 橋爪工区の完成は、名神高速道路

養老SAスマートIC及び東海環状自動車道養老

ICへのアクセス性を向上し、災害時に有効に

機能するネットワークを構築する他、周辺市

町の観光振興にも寄与する。

13

○関係市町から事業の継続、早期完成の強い要
望がある。

＝供用に向け、事業継続＝
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前回 今回

(基準年：R1） (基準年：R5）

H26～R5 H26～R7

22.1 31.0

1.4 1.5

23.5 32.5

46.1 47.1

6.3 7.6

1.1 1.0

53.5 55.7

2.3 1.7

■事業内容

令和5年度第3回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　道路改築事業　一般県道養老垂井線　橋爪工区

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

橋梁新設　延長L=350m(うち橋梁延長L=303.5m)、幅員W=9.0m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用】
・橋梁工事費の増加【6.0億円】
・費用を現在価値化する際の基準年を令和元年度から令和5年度に変更したことによる影
響【3.0億円】
【便益】
・評価基準年の更新により、現在価値化した便益が増加した。【7.3億円】
・事業期間が延長されたことに伴い便益が減少した。【▲4.7億円】
・使用OD表の変更に伴い計画交通量が減少し、便益が減少した。【▲0.7億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単
位、
　交通事故損失額算定式の変更に伴い便益が増加した。【0.3億円】
【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、前回の2.3から1.7に減少したが、費用便益比は1を上回ってお
り、十分な事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2

■費用対効果分析結果の要因変化
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一般国道３６１号

（下之向工区）

令和５年８月７日

県土整備部 道路建設課

し も の む か い

事業再評価

道路改築事業

1

一般国道３６１号
下之向工区 L=800m

至

郡
上
市

至 飛騨市

至 美濃加茂市

至

長
野
県
松
本
市

至

長
野
県
木
曽
郡

木
曽
町

高山市

下呂市

長野県

（Ｃ）岐阜県

高山
市役所

高山市
高根支所

（国）158号

位 置 図 １

岐阜県
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2

位 置 図 ２

下之向

写真①：下之向大橋（現橋） 凡例
事業対象区間
改良済区間

(C)岐阜県

至

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

至

高
山
市
街
地

高根第２ダム

飛騨高山
蒸留所

 飛騨川

一般国道361号 下之向工区
L=800m

起
点：
高
山
市
高
根
町
下
之
向

終
点
：
高
山
市

高
根
町
下
之
向

◆起 終 点：高山市高根町下之向

◆全体延長：８００ｍ（うち橋梁延長：１５０ｍ）

◆総事業費：約２４億円

◆事業着手：平成３０年度

◆完成予定：令和１１年度

◆道路規格：第３種第３級

◆幅 員：車道 ３.０ｍ×２車線

自歩道 なし

一次堆雪帯 ０．７５ｍ×２車線

たか やま し たか ね まち しものむかい

◆標準横断図

事 業 概 要

3

8.50ｍ
0.75

（車道）

0.5 3.0 0.5 0.753.0

（車道）（
冬
季
路
肩）

（
一
次
堆
雪
帯）

（
冬
季
路
肩）

（
一
次
堆
雪
帯）
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巌立峡 がんだて公園

出典：岐阜県観光入込客統計調査（R3、R2）

至

高
山
市
街
地

出典：飛騨高山市観光公式サイト

道の駅 「ひだ朝日村」 美女高原

至

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

活力： 観光交流や産業振興の促進

■高山市高根町周辺は観光施設が点在しており、県内外から多くの観光客が来訪。

■本事業の整備により、国道３６１号が連続的に２車線整備され、観光周遊による観光
客の増加や関連産業の活性化が期待。

4

事 業 の 目 的 ①

道の駅
ひだ朝日村

鈴蘭高原

巌立峡 ひめしゃがの湯

観光施設 市町村 観光入込客数（R3）

道の駅 「ひだ朝日村」 高山市 2.5万人

道の駅 「飛騨たかね工房」 高山市 0.9万人※

鈴蘭高原・カクレハ高原
・美女高原

高山市 3.0万人

◆周辺観光施設の観光入込客数

一般国道361号
下之向工区
L=800m

カクレハ高原
（総合案内所）

鈴蘭高原

美女高原

高山市

下呂市

道の駅
飛騨たかね工房

道の駅 「飛騨たかね工房」

※R3 観光入込客数未調査につき、R2年の観光入込客数

御嶽濁河高地
トレーニングセンター

飛騨濁河高地
トレーニングセンター

■本路線は、第二次緊急輸送道路に指定されており、狭隘区間を解消すること
により、災害時の緊急輸送機能が向上。

安全・安心：災害時に有効に機能するネットワークの確保

至 愛知県 至 長野県木曽郡上松町

至 飛騨市

事 業 の 目 的 ②

【凡例】
第1次緊急輸送道路
第2次緊急輸送道路
行政機関

医療施設

防災拠点

至

白
川
村

（JR）木曽福島駅

（Ｃ）岐阜県

久美愛
厚生病院

木曽町役場
開田支所

木曽
警察署

木曽町
役場

長野県立
木曽病院

長野県

岐阜県高山
赤十字病院

国道361号
下之向工区

飛騨エアパーク

飛騨・世界生活
文化センター

飛騨高山
ビッグアリーナ

岐阜県

下呂総合庁舎

5

岐阜県
飛騨総合庁舎

高山市
高根支所

高山市役所
高山警察署
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■平成１６年度及び平成１９年度の中部縦貫自動車道 飛騨清見ＩＣ～高山ＩＣの開通に加え、平成２

７年１０月に国道４１号高山国府バイパス、令和２年１２月に国道４１号宮峠トンネルが開通。現在
も多くの地域、路線で、道路ネットワークの整備が推進。

■また、地方における高付加価値なインバウンド観光地づくりモデル観光地として、「松本・高山エリ
ア」が令和５年３月２８日に指定されるなど、道路ネットワーク整備の必要性が増加。

飛騨清見IC

156

41

H19.9.29
暫定2車線開通

H27.10.5
完成4車線開通

361

北陸地域 北陸地域

南信地域

事業を巡る社会情勢等の変化

中信地域

岐阜方面 岐阜方面

高山西ＩＣ

国道361号
下之向工区

R2.12.12
完成2車線開通

国道41号
宮峠トンネル

H16.11.27
暫定2車線開通

◆周辺主要路線の道路ネットワークの整備

事業中区間

H25.9.22
完成2車線開通

日面
平湯ＩＣ

調査中区間

高山ＩＣ

中部縦貫自動車道

41

国道41号 高山国府バイパス

(丹生川IC)

事業中区間

高山市街地

国道41号
宮高山バイパス

H9.12.6
暫定2車線開通

中部縦貫自動車道

中ノ湯

6

高山市

下呂市

飛騨市

白川村

松本市

木曽町

郡上市

7

全体進捗率 １２％※ 用地補償進捗率 １００％ ※ 工事進捗率 １１％ ※

※ 令和5年度末事業費ベース

事業の進捗状況

凡例
事業対象区間
改良済区間

下之向

写真①：下之向工区 進捗状況

飛騨高山蒸溜所

高根第2ダム

(C)岐阜県

至

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

至

高
山
市
街
地

高根第２ダム
飛騨高山蒸留所 飛騨川

一般国道361号 下之向工区
L=800m

起
点：
高
山
市
高
根
町
下
之
向

終
点
：
高
山
市

高
根
町
下
之
向
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至

高
山
市
街
地

至

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

8

事業の施工状況

飛騨高山蒸溜所

・令和4年度より取付道路区間における
盛土工事に着手

・令和5年度中に工区内全区間の用地買
収・補償完了予定

高根
第2ダム

施工中写真②

飛騨高山

蒸溜所

施工中写真①

一般国道361号 下之向工区

取付道路区間

L=150m

飛騨高山蒸溜所

高根第2ダム

至 長野県木曽郡木曽町

至 高山市街地

至

高
山
市
街
地

至

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

(C)岐阜県

 飛騨川

9

コスト縮減の取り組み

・近隣の災害復旧工事からの発生土を活用することにより、
土砂購入費約1.3億円を削減。

至

高
山
市
街
地

至 長野県木曽郡木曽町

【災害復旧工事】
（一）秋神川災害復旧工事

約1.3億円のコスト縮減

一般国道361号
下之向工区
L=800m

下之向

飛騨高山蒸溜所災害復旧工事の発生土を
下之向工区の盛土に活用
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終
点
：
高
山
市

高
根
町
下
之
向

起
点
：
高
山
市
高
根
町
下
之
向

一般国道361号 下之向工区
L=800m

自然環境への配慮

10

◆ＬＥＤ照明の採用による環境への配慮

■長寿命かつ低消費電力であるＬＥＤ照明を、新設する橋梁部の照明灯に採用
し、蛍光ランプを用いた場合に比べ、環境負荷を低減。

至

長
野
県
木
曽
郡
木
曽
町

至

高
山
市
街
地

凡例
事業対象区間
改良済区間

照明柱①

照明柱②

現況の照明柱②

（既設橋）

現況の照明柱①

（既設橋）

新設橋への
架け替え時に
ＬＥＤ照明に変更

新設橋への
架け替え時に
ＬＥＤ照明に変更

高根
第2ダム

飛騨高山

蒸溜所

(C)岐阜県

 飛騨川

費 用 対 効 果 分 析

11

投資的効果率

事業の効果

●走行時間短縮便益 ･･･ 効果全体の約９３．４％

●走行経費減少便益 ･･･ 効果全体の約 ６．４％

●交通事故減少便益 ･･･ 効果全体の約 ０．２％

※費用便益分析マニュアル（国土交通省R4.2）に基づき算出

総便益（Ｂ)

総費用（Ｃ)
＝ １．５ （全体）
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今後の方針（案）

12

○一般国道361号 下之向工区は、観光交流や産業振興の推進、
災害時に有効に機能するネットワークの確保に寄与する

○地元住民及び関係自治体から事業の継続、早期完成の強い要
望がある

＝事業継続＝

-41-



新規事業採択時 今回

(基準年：H30） (基準年：R5）

H31～H38 H30～R11

11.1 19.5

0.8 0.8

11.9 20.3

15.5 27.5

1.2 1.9

0.1 0.1

16.8 29.5

1.4 1.5

■事業内容

令和５年度第３回

岐阜県事業評価監視委員会

費用対効果分析資料

■事業名

【道路事業】　３）道路改築事業「(国)３６１号　下之向工区」

費用
(億円)

事業費

維持管理費

合計（Ｃ）

バイパス整備　延長L=0.8km、幅員W=8.5m

■費用対効果分析結果

区分 備考

事業期間

【費用の主な変化要因】
・工事経費率の上昇に伴う増額や労務費・資材費の増額により事業費が増加した。【4.8億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した費用が増加した。【3.6億円】
【便益の主な変化要因】
・使用OD表の変更に伴い計画交通量はやや減少したものの、便益算定エリアの見直しに伴い便益が
増加した。【5.4億円】
・費用便益分析マニュアルの改訂（R4年2月）による、時間価値原単位、走行経費原単位、交通事
故損失額算定式の変更に伴い、便益が増加した。【2.0億円】
・評価基準年の更新により、現在価値化した便益が増加した。【5.3億円】
【費用対効果分析結果の変化】
・費用対効果分析結果は、新規事業採択時の1.4から1.5に増加し、費用便益比は1.0を上回ってお
り、十分な事業効果が確保される見通しである。

効果
(億円)

走行時間短縮便益

走行経費減少便益

交通事故減少便益

合計（Ｂ）

費用対効果分析結果（Ｂ／Ｃ）

※金額は、社会的割引率（４％）を用いて現在の価値に換算したもの。

■費用対効果分析の分析方法

・費用便益分析マニュアル／国土交通省　道路局　都市局/R4.2

■費用対効果分析結果の要因変化
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